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令
和
７
年
第
24
回
通
常
総
代
会
が
、

３
月
25
日
㈫
午
後
２
時
よ
り
、
長
野
市

長
野
県
自
治
会
館
に
お
い
て
総
代
１
４

２
名
（
本
人
51
名
、
書
面
議
決
91
名
）

の
出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご

来
賓
の
、
長
野
地
域
振
興
局
局
長
代
理

林
務
課
栩
秋
課
長
様
、
北
信
森
林
管
理

署
署
長
代
理
開
藤
次
長
様
、
長
野
森
林

組
合
振
興
協
議
会
会
長
の
大
宮
小
布
施

町
長
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
議
長

に
は
、
長
野
市
鬼
無
里
地
区
総
代
の
清

水
茂
美
氏
を
選
出
し
、
10
議
案
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
の

被
害
か
ら
復
興
・
復
旧
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
８
月
に
は
、
日
本
各
地
に

線
状
降
水
帯
の
発
生
や
最
大
級
の
台
風

10
号
の
上
陸
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
発
令
な
ど
の
情
報
が
流
れ
、
９
月

に
は
再
び
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
「
令

和
６
年
能
登
半
島
豪
雨
」
に
見
舞
わ

れ
、
山
か
ら
の
土
砂
流
出
等
大
き
な
災

害
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

第
24
回
通
常
総
代
会
開
催

森
林
・

林
業
が
果

た
す
役
割

は
重
要
か

つ
急
務
と

さ
れ
、
国

に
対
し
て

「
緑
の
国

土
強
靭

化
」
に
よ

る
防
災
・

減
災
へ
の

取
り
組
み

強
化
等
に

つ
い
て
関

係
団
体
を

通
じ
て
要

請
等
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
新
設
住
宅
着
工
数
の
前
年
割

れ
に
よ
る
木
材
需
要
の
減
少
な
ど
の
原

因
に
よ
り
、
木
材
市
況
で
は
価
格
の
低

迷
が
林
業
経
営
意
欲
の
減
退
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
中
、
素
材
生
産
事
業
は
昨

年
度
の
国
有
林
事
業
か
ら
組
合
員
所
有

山
林
へ
事
業
を
シ
フ
ト
し
、
木
材
価
格

の
動
向
を
見
な
が
ら
有
利
販
売
に
心
が

け
ま
し
た
。

当
組
合
で
も
主
た
る
事
業
と
し
て
森

林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、
森
林
経

営
計
画
樹
立
に
力
を
注
ぎ
、
本
年
度
末

ま
で
に
29
団
地
７
，
７
７
６
ha
の
樹
立

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
地
の
実

行
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
の
補
助
金
執

行
に
課
題
が
生
じ
後
半
の
補
助
申
請
が

出
来
な
い
状
態
と
な
り
、
他
の
事
業
に

切
り
替
え
た
り
、
や
む
を
得
ず
次
年
度

議長 長野市鬼無里地区総代
清水　茂美 様

へ
繰
越
を
行
っ
た
結
果
、
素
材
生
産
量

は
３
４
，
０
２
４
㎥
で
計
画
の
85
％
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
受
託
森
林

整
備
事
業
で
は
、
全
体
で
１
８
６
ha
の

実
施
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
の
経
営
状
況
で
す
が
、

総
取
扱
高
が
計
画
の
98
％
の
１
，
３
０

２
，
８
５
１
千
円
、
経
営
の
基
本
と
す

る
事
業
利
益
で
は
３
１
，
６
２
０
千
円

と
な
り
経
常
利
益
３
２
，
１
９
６
千
円

の
黒
字
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご
指
導
の
賜

も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

議
事
終
了
後
、
退
任
役
員
感
謝
状
贈

呈
と
永
年
勤
続
職
員
へ
の
表
彰
状
の
授

与
・
全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

の
伝
達
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
受

賞
者
を
代

表
し
て
永

年
勤
続
表

彰
授
賞
の

丸
山
和
範

よ
り
謝
辞

を
頂
き
、

閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

全議案可決決定されました

◎
令
和
６
年
度
退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈
者

理　
事�

故　
大
日
方
　
茂
木

（
西
山　
Ｈ
17
・
３
～
Ｒ
６
・
10
）

◎
令
和
６
年
度
永
年
勤
続
表
彰
者

30
年
以
上
一
般
職
員

　
総
務
課
長
兼
須
高
支
所
長

　
丸
山
　
和
範

30
年
以
上
技
能
職
員

　
須
高
支
所�

原
　
　
弘
明

25
年
以
上
一
般
職
員

　
会
計
主
任
兼
総
務
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

　
葛
口
　
幸
枝

25
年
以
上
技
能
職
員

　
長
野
支
所�

松
澤
　
幸
雄

25
年
以
上
技
能
職
員

　
北
部
支
所�

上
田
　
和
幸

25
年
以
上
技
能
職
員

　
更
埴
支
所�

栗
原
　
秀
雄

20
年
以
上
技
能
職
員

　
須
高
支
所�

野
平
　
大
介

10
年
以
上
技
能
職
員

　
北
部
支
所　

�

吉
冨
　
慎
悟

10
年
以
上
技
能
職
員

　
更
埴
支
所　

�

白
井
　
洋
平

◎
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰

長
野
支
所
技
能
職
員�

田
沼
　
宏
之

長
野
支
所
技
能
職
員�

三
井
　
達
成

須
高
支
所
技
能
職
員�

羽
生
田
新
悟

須
高
支
所
技
能
職
員�

松
本
　
丈
明

北
部
支
所
技
能
職
員�

池
田
　
好
之永年勤続表彰

JForest森林組合綱領唱和

※「
令
和
６
年
度
損
益
計
算
書
・
令
和
７

年
度
損
益
計
画
」「
令
和
６
年
度
取
扱
実

績
」
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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「
経
営
理
念
」
〇
協
同
の
力
を
発
揮
し
、
組
合
員
の
た
め
の
組
合
と
し
て
利
益
還
元
に
努

め
ま
す
。

「
経
営
方
針
」
〇
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
組
合
経
営
を
目
指
し
、
持
続
可
能

な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
継
承
し
つ
つ
、
木
材
生
産
力
の
強
化
を
図
り
、

確
実
な
利
益
確
保
に
よ
る
安
定
的
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

「
行
動
方
針
」
〇
公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
森
林
整
備
を
推
進
し
、
信

頼
と
期
待
さ
れ
る
地
域
林
業
の
担
い
手
を
目
指
し
ま
す
。

長
野
森
林
組
合　
令
和
７
年
度
重
点
項
目

第
１
回
監
事
会

�

開
催
日　

令
和
７
年
４
月
25
日
㈮

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

監
事
の
各
人
別
報
酬
額
の

決
定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

令
和
７
年
度
監
査
会
等
の

計
画
に
つ
い
て

監
事
会
開
催

第
３
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
６
年
10
月
23
日
㈬

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
２
四
半
期
の
事
業
報
告
及

び
９
月
末
の
事
業
進
捗
状
況

報
告
と
年
度
末
見
込
み
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
程
・
内
規
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加

入
に
つ
い
て

追
加
議
案　

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

上
半
期
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

第
３
号　

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
に

つ
い
て

第
４
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
５
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

の
補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

事
業
発
注
者
の
自
己
破
産
債
権
の

報
告
に
つ
い
て

第
７
号　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
取
扱
い
に

つ
い
て

第
８
号　

そ
の
他

　

�

　

第
４
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
６
年
12
月
13
日
㈬

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
３
四
半
期
の
事
業
報
告
及

び
11
月
末
の
事
業
進
捗
状
況

報
告
と
年
度
末
見
込
み
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

総
代
・
参
与
委
員
の
選
出
に

つ
い
て

第
５
号
議
案　

職
員
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

追
加
議
案　

西
山
地
区　

地
区
担
当
理
事

及
び
総
務
専
門
委
員
の
選
出

に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

各
専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に

つ
い
て

第
２
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
３
号　

一
級
建
築
士
事
務
所
の
閉
鎖
に
つ

い
て

第
４
号　

不
適
切
の
事
案
に
つ
い
て

第
５
号　

組
合
契
約
規
程
に
伴
う
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
つ
い
て

第
６
号　

組
合
リ
ー
ス
車
両
の
入
替
に
つ
い
て

追
加
報
告
１　

長
野
県
に
よ
る
常
例
検
査
の

指
示
書
に
つ
い
て

追
加
報
告
２　

グ
ラ
ッ
プ
ル
付
き
ト
ラ
ッ
ク

22
ｔ
車
自
力
購
入
に
つ
い
て

追
加
報
告
３　

令
和
７
年
度
高
性
能
林
業
機

械
導
入
推
進
事
業
の
要
望

第
７
号　

そ
の
他

　

�

　

第
５
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
７
年
３
月
６
日
㈭

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

令
和
６
年
度
資
産
査
定
結
果

及
び
貸
倒
引
当
金
（
案
）
に

つ
い
て

第
２
号
議
案　

令
和
６
年
度
決
算
及
び
剰
余

金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

令
和
７
年
度
役
員
報
酬（
案
）�

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）�

に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

第
24
回
通
常
総
代
会
の
招
集

及
び
総
代
会
に
附
議
す
る
事

項
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

長
野
県
に
よ
る
森
林
組
合
常

例
検
査
の
指
示
書
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

追
加
議
案
１　

役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に

つ
い
て

追
加
議
案
２　

退
任
役
員
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

決
算
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

第
３
号　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

第
４
号　

労
働
安
全
衛
生
の
報
告
に
つ
い
て

第
５
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

の
補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

事
業
発
注
業
者
の
自
己
破
産
の
経

過
に
つ
い
て

第
７
号　

決
算
賞
与
の
支
給
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

第
８
号　

花
見
沢
組
合
所
有
地
の
中
間
土
場

施
工
に
つ
い
て

追
加
報
告　

組
合
リ
ー
ス
車
両
導
入
に
つ
い
て

第
９
号　

そ
の
他

　

�

　

第
１
回
理
事
会

�

開
催
日　

令
和
７
年
４
月
25
日
㈮

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

理
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決

定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

組
合
加
入
金
の
額
の
決
定
に

つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

第
２
号　

特
別
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

第
３
号　

労
働
安
全
衛
生
の
報
告
に
つ
い
て

第
４
号　

参
事
の
解
任
の
報
告
に
つ
い
て

第
５
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

の
補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

事
業
発
注
業
者
の
自
己
破
産
の
報

告
に
つ
い
て

理
事
会
開
催
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坂
城
町
大
字
南
条
に
て
、
粗
悪
林
相
地

（
水
源
涵
養
機
能
が
発
揮
さ
れ
な
い
丈
の

低
い
樹
木
が
大
部
分
を
占
め
る
林
地
）
と

な
っ
て
い
る
森
林
に
植
栽
を
す
る
た
め
の

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
国
立
開
発
研
究
法
人�

森
林
研
究
・
整
備
機
構　
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
」
が
、
奥
地
水
源
林
地
域
に
お
い
て

水
源
涵
養
等
の
森
林
の
持
つ
様
々
な
公
益

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
森

林
の
造
成
を
行
い
、
民
有
保
安
林
の
粗
悪

林
相
地
や
未
立
木
地
を
対
象
に
進
め
て
い

る
分
収
造
林
事
業
で
す
。

今
回
の
事
業
地
は
、
南
条
生
産
森
林
組

合
が
所
有
す
る
未
立
木
地
（
約
５
ha
）で
、�

長
野
森
林
組
合
は
森
林
整
備
を
通
じ
て
森
林

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
の
吸
収
量

増
大
を
促
進
し
、
長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業

に
も
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
地
球
温
暖
化
防
止
に
少
し
で
も
貢
献

す
る
た
め
、
こ
の
度
、
排
気
ガ
ス
を
全
く
排
出

し
な
い
電
気
自
動
車
（
軽
自
動
車　
日
産
サ
ク

ラ
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

本
所
（
長
野
市
稲
葉
）
の
木
製
駐
車
場
に
充

電
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
行
く
こ
と
な
く
日
々
走
行
し
て
い
ま
す
。

長
野
森
林
組
合
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⃝
坂
城
町
大
字
南
条
で
植
栽
事
業
始
ま
る�

【
更
埴
支
所
】�

⃝

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
ま
す
！

　
電
気
自
動
車
を
導
入
し
ま
し
た

カ
ラ
マ
ツ
を
植
栽
す
る
予
定
で
す
。
現
場

は
ツ
ル
の
絡
ん
だ
広
葉
樹
や
か
ん
木
が
密

生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
２
月
か
ら
地
拵

え
作
業
（
植
栽
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

作
業
）
を
開
始
し
、
４
月
下
旬
よ
り
植
栽

作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

水
源
涵
養
機
能
の
低
下
や
土
砂
災
害
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
今
回
の
様
な
現
場
で
、�

森
林
の
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ

せ
る
事
が
で
き
る
森
林
づ
く
り
が
で
き
た

事
は
大
変
有
意
義
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

着　手　前

完　　　了

長野県ＳＤＧｓ推進
企業情報サイト

https://nagano-sdgs.com/

満開の桜の下、導入した「サクラ」と役職員一同（本所にて）

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
の
給
電
ス
ポ
ッ
ト

で
充
電
中
。
遠
出
で
も
活
躍
中
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
先
導
す
る
和
田
組
合

長
と
電
気
自
動
車
（
本
所
木
製
駐

車
場
に
て
）
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令
和
７

年
３
月
18

日
に
卒
業

式
を
間
近

に
控
え
た

６
年
１
組

の
生
徒
36

名
に
よ
り
、

長
野
森
林

組
合
へ
種

か
ら
育
て

た
無
花
粉

ス
ギ
の
苗

木
の
引
継

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
よ
り
２
年
間
「
木
」
を

探
求
課
題
と
し
、
総
合
の
授
業
時
間
で

取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
木
の
魅
力

や
、
森
林
に
つ
い
て
勉
強
し
た
中
で
、

我
々
長
野
森
林
組
合
職
員
も
教
室
を
訪

れ
、
長
野
県
の
林
業
の
現
況
に
つ
い
て

説
明
し
た
り
、
丸
太
の
玉
切
り
体
験
や
、�

ハ
ー
ベ
ス
タ
で
の
伐
採

現
場
～
製
材
所
内
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
や
ま
と
種
苗
の

菅
沢
様
に
ご
協
力
頂

き
、
令
和
６
年
の
９
月

に
無
花
粉
ス
ギ
40
本
分

の
種
ま
き
を
行
い
、
育

て
方
の
指
導
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
水

や
り
を
欠
か
さ
ず
に
行

い
、
令
和
７
年
２
月
に

発
芽
さ
せ
、
無
事
成
長

し
た
無
花
粉
ス
ギ
の
苗

木
17
本
を
、
こ
の
日
、

小
学
校
玄
関
口
に
て
、
生
徒
よ
り
お
渡

し
頂
き
ま
し
た
。

預
か
る
際
は
「
杉
山
杉
子
げ
ん
き
で

ね
、
頑
張
っ
て
い
き
て
ね
。」
と
声
を

か
け
、
苗
木
に
名
前
を
付
け
、
皆
で
親

し
み
を
持
っ
て
育
て
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
苗
木
は
今
後
、
組
合
所
有
の
花
見

沢
敷
地
へ
植
栽
を
行
う
予
定
で
す
。

担
任
の
荒
井
先
生
は
、
木
を
追
究
し

て
い
く
こ
と
で
、「
よ
り
良
い
わ
た
し

達
の
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
考
え
る
子
ど

も
達
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
担
任
の
先
生
の
想
像
を
超
え
、
考

え
る
だ
け
で
な
く
主
体
的
に
よ
り
よ
い

も
の
を
つ
く
ろ
う
と
動
き
出
し
た
子
ど

も
達
の
姿
に
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
子
ど
も
達
の

成
長
や
追
究
を
支
え
て
い
た
の
は
、
こ

こ
ま
で
木
に
働
き
か
け
、
そ
こ
か
ら
学

ん
だ
礎
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
感
じ

た
そ
う
で
す
。

令
和
7
年
2
月
に
「
信
州
の
豊
か
な

森
林
と
環
境
を
守
る
県

産
材
利
用
促
進
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
木
育
授
業
が

多
く
の
学
校
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
木
の
魅
力
と

森
林
の
大
切
さ
を
理
解

し
、
地
域
の
自
然
や
木

材
に
親
し
み
を
持
ち
、

未
来
あ
る
子
供
達
が
、

地
域
産
材
の
活
用
に
探

求
心
が
持
て
る
よ
う
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

⃝

信
州
大
学
教
育
学
部
付
属
長
野
小
学
校
生
徒
と
の

　
木
育
授
業
の
成
果

授業で説明する組合の職員

班
ご
と
に
ペ
ン
立
て
を
作
成

森林組合からのお知らせ
●組合組織機構図が変更されました

森林整備を効率的に進めるために西山支所は西山事業所に、そして西山連絡所及び鬼無里連絡所を長野支所に
統合しました。各連絡所の事務所は今まで通りの業務を行っておりますが、 各業務運営上不在となる場合があり
ます。その場合は、電話については本所に転送されます。

ご不便をおかけすることもありますがよろしくご理解をお願いいたします。

組 

合 

員

総 

代 

会

副
組
合
長

専
務
理
事

参　
　

与

常
務
理
事

参　
　

事

会
計
主
任

副 

参 

事

代
表
理
事

組 

合 

長

理 

事 

会

監　

事　

会

総  務  専  門  委  員  会

営 業 企 画 専 門 委 員 会

森林づくり推進専門委員会

コンプライアンス委員会

長 　野 　支　 所

須 　高 　支　 所

一  級  建  築  士

販 売 ・ 　 　 　
バ イ オ マ ス 係

営  業  企  画  係

森  林  整  備  係

事業エリア推進室

林　　 産 　　係

会　　 計 　　係

指　　 導 　　係

庶　　 務 　　係

更 　埴 　支 　所

北 　部　 支　 所

西　山　事　業　所 
（鬼無里木材加工工場含む）

西山連絡所

鬼無里連絡所

森林づくり
推　進　課

営業企画課

総　務　課

長
野
森
林
組
合

振
興
協
議
会
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工
農
林
課
、
そ
し
て
指
導
機
関
で
あ
る

長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
の
皆
様
に
も

多
数
参
加
い
た
だ
き
快
晴
の
下
執
り
行

い
ま
し
た
。

最
初
に
長
野
地
域
振
興
局
林
務
課　

山
崎
様
か
ら
「
造
林
調
査
に
お
け
る
留

意
事
項
に
つ
い
て
」
で
、
植
栽
時
の
補

助
事
業
上
の
留
意
事
項
を
説
明
い
た

だ
き
、
続
い
て
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

二
本
松
様
か
ら
「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
見
分

け
方
お
よ
び
植
栽
ま
で
の
管
理
方
法
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

特
徴
や
、
苗
の
良
し
悪
し
の
見
分
け
方

を
、
ま
た
「
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
上
の
留

意
事
項
に
つ
い
て
」
で
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
植
栽
時
期
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
保
管

方
法
、
具
体
的
な
植
栽
方
法
、
コ
ン
テ

ナ
苗
の
植
栽
器
具
の
特
徴
等
を
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
カ

ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ

苗
を
実
際
に
植
栽

し
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
に

は
電
動
ク
ロ
ー
ラ

型
１
輪
車
に
よ
る

苗
木
運
搬
（
写
真

①
）
や
疲
労
軽
減

の
た
め
の
マ
ッ
ス

ル
ス
ー
ツ
（
株
式

会
社
イ
ノ
フ
ィ

ス
）
の
体
験
（
写

中
間
土
場
を
開
設
し
ま
し
た

令
和
７
年
1
月
、
信
濃
町
大
字
穂
波
字

大
道
下
に
中
間
土
場
と
し
て
８
，
４
６
１

㎡
の
土
地
を
取
得
し
ま
し
た
。

早
速
、
信
濃
町
押
出
団
地
の
皆
伐
現
場

か
ら
D
材
（
枝

や
端
材
）
２
０

０
ｔ
超
を
集

積
し
、「
信
州

Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
塩

尻
市
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
へ
出
荷
し

ま
し
た
。

現
在
長
野
市

松
代
の
組
合
有

地
も
整
備
を
進

め
て
お
り
、
両

中
間
土
場
を

活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ａ
材

（
建
築
用
材
）・

Ｂ
材
（
合
板
用

材
）
の
直
送
に

よ
る
有
利
販
売

の
ほ
か
、
薪
用

の
広
葉
樹
材
や

バ
イ
オ
マ
ス
材

を
集
積
し
、
貴

重
な
森
林
資
源

を
無
駄
な
く
活

用
し
て
ま
い
る

計
画
で
す
。

真
②
）
も
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
多

く
が
実
際
の
コ

ン
テ
ナ
苗
を

デ
ィ
ブ
ル
（
写

真
③
）
を
使
い

植
栽
を
す
る
の

は
初
め
て
で
、

貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

長
野
森
林
組

合
で
は
引
き
続

き
長
野
県
の
ご

支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
技
術

研
鑽
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「
皆
伐（
更
新
伐
）

再
造
林
の
す
す
め
」

次
世
代

次
世
代
へ
つ
な

へ
つ
な
げげ
!!!!

シ
リ
ー
ズ

⑧

コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

長
野
森
林
組
合
で
は
、
近
年
植
栽
の
主

流
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
植

栽
の
技
術
向
上
を
目
指
し
、
令
和
７
年
４

月
17
日
㈭
に
坂
城
町
町
有
林
に
て
職
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
育

林
部
研
究
員
の
二
本
松
様
を
お
迎
え
し
、

研
修
場
所
を
提
供
い
た
だ
い
た
坂
城
町
商

電
動
一
輪
車
（
写
真
①
）

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
器
具

（
写
真
③
）

マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
（
写
真
②
）

中間土場から望む左から飯綱山、戸隠山、黒姫山皆伐地から搬出したＤ材（枝条、端材）

コンテナ苗裸　　苗

◎
植
栽
作
業
の
効
率
化

専
用
の
植
栽
器
具
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
な
植
栽
が
可
能

◎
植
栽
時
期
の
拡
大

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
根
鉢
が
あ
る
こ

と
で
幅
広
い
期
間
で
植
栽
が
可
能
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴
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木 材 市 況

カキやクルミ、キハダの良質材の引
き合いが活発で高値がつきました。今
後も広葉樹、スギ、カラマツは需要が
見込めますので、引き続きご出品頂け
ますようよろしくお願いします。造材
するにあたっては長級にも注意しなが
ら極力、欠点（曲り、節、腐れ、二又
など）を除く丁寧な造材をお願いしま
す。伐採出材予定のある方は御一報頂
きたくお願いいたします。

第1138回　令和７年４月９日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹　種 長さ�（ｍ）末口�（㎝）� 平均値～高値�（円/㎥）� 平均石値�（円） 備　考

ス ギ

3.0 16～18 12,000 ～ 14,000 3,339 需要あり
20上 12,000 ～ 15,000 3,339 需要あり

4.0
9～13 9,000 ～ 11,000 2,504 需要あり
14～20 11,000 ～ 14,000 3,060 需要あり
22～28 12,000 ～ 15,000 3,339 需要あり
30上 14,000 ～ 18,000 3,895 需要あり

カラマツ 4.0
6～13 10,000 ～ 13,000 2,782 需要あり
14～18 11,000 ～ 18,000 3,060 需要あり
20上 18,000 ～ 22,000 6,121 需要あり

カ キ 3.0 28 ～ 1,222,000 340,033
ホ オ 4.0 54 ～ 61,000 16,973 需要あり
ナ ラ 4.0 56 ～ 52,000 14,469 需要あり
キ ハ ダ 2.8 48 ～ 136,000 37,843 需要あり
ク ル ミ 3.6 52 ～ 186,000 51,756 需要あり

令
和
７
年
度

安
全
衛
生
推
進
委
員
名
簿

◎
任
期
：
令
和
７
年
４
月
１
日

～
令
和
８
年
３
月
31
日

支
所
名
等

氏
　
　
　
　
名

長

野

徳　
竹　
正　
樹

須

高

松　
本　
丈　
明

更

埴

高　
橋　
裕　
二

北

部

堺　
　
　
悠　
輔

西
山
事
業
所

丸　
山　
雄　
二

安
全
祈
願
祭
・
安
全
衛
生
研
修
会
開
催

武井神社での和田組合長のあいさつ

（１石：0.27826㎥）

木材の取扱量（㎥）木材の取扱量（㎥） 森林森林
整備整備 地拵地拵 新植新植 下刈下刈 除伐除伐 保　育保　育

間伐Ⅰ間伐Ⅰ 間伐間伐 搬出搬出
間伐間伐

獣害獣害
防除防除 その他その他 計計

販売事業 2,265 受託 16 13 19 0 0 34104 0 0 186
林産事業 8,567 請負 30 26117 5 10 4 0 17 4 213
受託林産事業 15,272 治山 0 0 0 0 0 3 0 0 3 6
林産請負事業 10,185 合計 46 39136 5 10 41104 17 7 405
加工事業 921（オガ粉555㎥含む） 作業道開設・作業路開設延長� 14,653ｍ
合　計 37,210

令和６年度　取扱実績 （単位：ha）

４
月
11
日
㈮
に
武
井
神
社
（
長
野

市
）
に
お
い
て
本
年
度
の
安
全
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
引
き
続
き
長
野
県
自
治
会

館
（
長
野
市
）
に
て
、
職
員
全
員
参

加
に
よ
る
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
安
全
衛
生
推
進
委
員
が

選
ぶ
優
良
班
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
新
規
採
用
職
員
の
紹
介
と
各
支

所
の
令
和
７
年
度
の
安
全
衛
生
推
進

委
員
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
長
野
県
林
務
部
信
州

の
木
活
用
課　

担
い
手
係　

担
当
係

長　
日
詰　
究
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、�

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て　

～
ル
ー
ル
・
決
ま
り
を
守
る
と
い
う

こ
と
を
多
角
的
な
視
点
で
見
る
～
」

と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
寺
澤
専
務
理
事

よ
り
組
合
か
ら
の
安
全
衛
生
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

安
全
衛
生
推
進
委
員
と
専
務
・
本
所

管
理
職
に
よ
る
月
１
回
の
現
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、「
ゼ
ロ
災
害
」
を

目
指
し
て
本
年
度
も
「
安
全
第
一
」

で
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

令和６年度　損益計算書・令和７年度　損益計画 （単位：千円）

令和６年度実績令和６年度実績 事 業 区 分事 業 区 分 令和７年度計画令和７年度計画
取扱高取扱高 損　益損　益 損　益損　益 取扱高取扱高
11,320 0 指 導 △ 2,102 10,640
515,214 87,991 販 売 100,998 513,734
30,725 1,630 加 工 684 24,305
306,646 27,305 森 林 整 備 32,153 356,630
392,685 97,974 利 用 105,351 340,437
46,260 7,271 購 買 4,946 30,730

0 0 金 融 0 0
1,302,850 222,171 合 計 242,030 1,276,476

　 190,551 事 業 管 理 費 235,740 　
　 31,620 事 業 利 益 6,290 　
　 577 事 業 外 損 益 840 　
　 32,196 経 常 利 益 7,130 　
　 1,738 特 別 損 益 △ 1,000 　
　 7,589 法人税･住民税･事業税 4,180 　
　 26,345 当 期 剰 余 金 1,950 　

※取扱高には、受託事業含む



本所・長野支所／〒380‒0915 長野市大字稲葉字上千田沖134番地２
●本所　TEL 026-217-8822㈹　FAX 026-219-2930

●長野支所（本所併設）　TEL 026-217-1503　　FAX 026-219-1601
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号

TEL 026-245-3003　　FAX 026-245-2515

更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281

西山連絡所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
鬼無里連絡所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
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人
　
事
　
異
　
動

◆
退
職　
令
和
６
年
11
月
30
日
付

　
〇
臨
時
職
員

　
　
・
営
業
企
画
課

　
　
　
一
級
建
築
士

坂
戸
　
雄
世

◆
異
動　
令
和
６
年
12
月
１
日
付

・
西
山
事
業
所
長
兼
営
業
企
画
課
長
補
佐

黒
岩
　
純
一

（
営
業
企
画
課
長
補
佐
兼
西
山
事
業

所
長
代
理
）

　
・
西
山
事
業
所
技
師

酒
井
　
洋
登
（
西
山
事
業
所
長
）

　
・
営
業
企
画
課
兼
長
野
支
所
技
師

石
井
奏
之
祐

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
兼
長
野
支
所
技
師
）

◆
退
職　
令
和
６
年
12
月
31
日
付

　
〇
技
能
職
員
　

　
　
・
長
野
支
所

伊
藤
　
啓
太

◆
退
職　
令
和
７
年
１
月
31
日
付

　
〇
嘱
託
職
員

　
　
・
総
務
課

戸
澤
　
清
枝

◆
採
用　
令
和
７
年
２
月
１
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
長
野
支
所

香
川
宗
一
郎

◆
異
動　
令
和
７
年
２
月
１
日
付

　
・
総
務
課
兼
西
山
支
所
嘱
託

宮
嵜
由
美
子
（
西
山
支
所
嘱
託
）

◆
退
職　
令
和
７
年
２
月
28
日
付

　
〇
一
般
職
員

　
　
・
須
高
支
所
技
師

神
田
　
凌
星

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
更
埴
支
所

北
村
　
康
一

◆
退
職　
令
和
７
年
３
月
31
日
付

　
〇
嘱
託
職
員

　
　
・
更
埴
支
所

内
宇
田
季
代
子

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
更
埴
支
所

塚
田
　
　
嵐

◆
採
用　
令
和
７
年
４
月
１
日
付

　
〇
嘱
託
職
員
（
継
続
雇
用
）

　
　
・
更
埴
支
所

内
宇
田
季
代
子

　
〇
臨
時
職
員
（
森
林
集
約
化
推
進
員
）

　
　
・
更
埴
支
所

宮
崎
　
広
雄

◆
異
動　
令
和
７
年
４
月
１
日
付

　
・
参
事赤

松
　
玄
人
（
参
事
（
業
務
担
当
））

　
・
参
与
（
嘱
託
職
員
）

和
田
　
浩
夫

（
参
事
（
総
務
担
当
）（
嘱
託
職
員
））

　
・
総
務
課
長

丸
山
　
和
範

（
総
務
課
長
兼
須
高
支
所
長
）

　
・
長
野
支
所
長

北
山
　
慎
也

（
長
野
支
所
長
兼
西
山
支
所
長
兼
鬼

無
里
事
業
所
長
（
森
林
づ
く
り
推

進
課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
））

　
・
須
高
支
所
長

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

寺
島
　
大
紀

（
支
所
長
代
理
（
森
林
づ
く
り
推
進

課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
））

・
森
林
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
兼
　

長
野
支
所
長
代
理

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

西
沢
　
亮
太

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
兼
長
野
支
所
技
師
）

　
・
長
野
支
所
係
長

横
川
　
秀
一

（
西
山
支
所
兼
鬼
無
里
事
業
所
係
長
）

　
・
須
高
支
所
技
師

佐
々
木
道
誉
（
北
部
支
所
技
師
）

◆
採
用　
令
和
７
年
５
月
１
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
北
部
支
所

田
辺
慶
太
郎

新
人
職
員
の
紹
介

長
野
支
所
　
技
能
職
員

香
川
宗
一
郎

今
年
の
２
月
１
日

よ
り
、
長
野
支
所
で

働
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た

香
川
宗
一
郎
で
す
。

以
前
は
食
品
製
造
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
自
然
の
中
で
働
き
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
り
、
こ
の
業
界
に
飛
び
込

み
ま
し
た
。

趣
味
は
登
山
や
釣
り
キ
ノ
コ
取
り
な
ど

自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
で
暇
さ
え
あ
れ
ば

山
や
川
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

林
業
の
仕
事
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
山
や
木
に
関
わ
る
作
業

は
新
鮮
で
、
先
輩
方
か
ら
日
々
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
に
山
や
自
然

と
の
関
わ
り
方
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
す

が
、
一
つ
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
部
支
所
　
技
能
職
員

田
辺
慶
太
郎

５
月
１
日
よ
り
、

技
能
職
員
と
し
て
北

部
支
所
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
田
辺
慶
太

郎
で
す
。
以
前
に
４

年
間
須
高
支
所
で
技
能
職
員
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
約
３
年
間
の
離
職
期

間
を
経
て
北
部
支
所
へ
復
職
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

更
埴
支
所
　
臨
時
職
員

宮
崎
　
広
雄

こ
の
四
月
か
ら
更

埴
支
所
に
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
新
入
生

と
申
し
ま
し
て
も
、

約
四
十
年
間
、
林
業

大
学
校
長
を
最
後
に
県
の
林
業
技
術
職

員
、
そ
の
後
、
五
年
余
を
千
曲
市
地
域
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
勤
め
た
白
髪
の

ロ
ー
ト
ル
で
す
。

経
験
を
活
か
し
、
多
少
な
り
と
も
森
林

組
合
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

◇
３
月
の
総
代
会
で
は
、
書
面
議
決

が
91
と
多
く
を
占
め
ま
し
た
が
、

本
人
出
席
も
51
名
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
も
19
名
の

方
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
皆
様
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新

年
度
に
な
り
組
織
体
制
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
方
の
た
め
に
職
員
一
同
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
様
々
な
新
し
い
情
報
を
随
時

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

林
業
か
ら
離
れ
て
い
た
３
年
間
で
林
業

と
い
う
職
の
魅
力
や
重
要
性
を
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。
以
前
の
経
験
を
活
か
し
森

林
づ
く
り
と
い
う
側
面
か
ら
、
私
の
生
ま

れ
育
っ
た
北
信
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


